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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業

大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，

このような特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認に

ついて，責任はもたない。 

JIS A 8202-2 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（規定）重大な危険源のリスト 

附属書 2（規定）遠隔操縦に対する要求事項 

附属書 3（参考）図解 

JIS A 8202 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS A 8202-1 第 1 部：シールド及び推進機の要求事項 

JIS A 8202-2 第 2 部：自由断面トンネル掘削機の要求事項 
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Tunnelling machines－Safety－ 

Part 2: Requirements for partial face tunnelling machines 
 

序文 この規格は，JIS B 9700-1 のまえがきに示すタイプ C 規格（個別機械安全規格）である。 

 

1. 適用範囲 この規格は，トンネル工事及び地下空間で使用する自由断面トンネル掘削機（以下，単に

機械ともいう。）の安全要求事項について規定する。ただし，可燃又は爆発環境下で使用される機器，及び

トンネル又は他の作業環境下におけるガス監視装置は除く。 

この規格は，トンネル掘削機を製造業者が意図し，かつ，予見した条件の下に使用したときに，直接か

かわる重大な危険源のすべて（附属書 1 参照）を考慮しており，それらから起こるリスクを除去し，又は

低減するための適切な技術的手段を具体的に示している。 

特殊な条件及び場所（例えば，土質，有毒ガス，地域的な安全条件など）で使用する機械については，

別途製造業者と使用者又は購入者との間で協議しなければならない。 

備考 自由断面トンネル掘削機と同じ目的で使用するブレーカ付き油圧ショベル及びツインヘッダ付

き油圧ショベルは，JIS A 8340-1 及び JIS A 8340-4 を適用する。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格のうちで，発行年を付記してあるものは，記載の年の版だけがこの規格の規定を構

成するものであって，その後の改正版・追補には適用しない。発効年を付記していない引用規格は，その

最新版（追補を含む。）を適用する。 
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